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・「単元」とは

２

単元の実際の指導に向けて、年間指導計画に盛り込ま

れた内容を、より具体化したもの。

単元の指導計画

年間指導計画の内容

教科等の系統性・発展性

子供の実態

１ 単元の指導計画とは①

教科等において、一定の目標や主題を中心として組織

された学習内容のまとまりのこと。

・「単元の指導計画」とは



１ 単元の指導計画とは②

目指す子供像＝単元の目標

・内容をどのような順序で指導していくか。
・どの程度、時間を掛けて指導していくか。
・どのような方法で指導するか。
・どこで、何を評価するのか。

ねらいが明確な授業の実施＝明確な授業準備
（≒業務改善）

「単元指導計画の立て方」ＮＩＴＳ
３



子供に付けたい力を考える

単元を設定する

単元の目標を設定する

単元の指導計画を考える

本時案を考える

・子供の学習状況（当該教科の学んで
いる段階）を把握する。

・「単元で身に付けたい力」とねらい
に迫るための中心となる学習活動を
考える。

・集団や個々の実態を踏まえ、学習指
導要領の目標を基に、育成を目指す
資質・能力を三つの柱で設定する。

・単元の目標に迫るための学習内容と
流れや時数を考える。

・単元の目標から１単位時間の学習活
動や目標を考える

２ 単元の指導計画の作成手順（例）

４



「学びの履歴シート」福島県特別支援教育センター（令和２年）

👈こちらからダウンロードできます

３ 子供の学習状況を把握するために

５



知識・技能
思考・判断・
表現

主体的に
学習に

取り組む態度

・セロファンの組
み合わせや綿
やボタンなど
の素材を活用
して表現して
いる。

・家の形や配色を
考えたり、友
達の作品を見
て表現を工夫
している。

・形や色を工夫し
ながら夢の家
を作る楽しさ
を味わってい
る。

知識・技能
思考・判断・
表現

主体的に
学習に

取り組む態度

・窓や屋根の
形に気付き、
三角や四角
の画用紙を
組み合わせ
て家を表現
している。

・線を描いた
りスタンプ
で着色する
中で、雲や
花など、イ
メージを表
現している。

・様々な素材
を組み合わ
せることで
形が出来上
がることを
楽しんでい
る。

１段階 ２段階 ３段階

知・義 思･判･表 学び 知・義 思･判･表 学び 知・義 思･判･表 学び

Ａさん ● ● ● ● ● ● △ △ △

Ｂさん △ △ ●

Ｃさん ● △ △

Ｄさｎ ● ● ● ● ● ● △ △ ●

□学びの履歴の把握

A・Dの目標
【３段階】

□評価規準

B・Cの目標
【１段階】

実態に応じた目標と
評価規準の設定

ポイント２

一人一人の実態に応じて、個別また
は小集団ごとに目標や評価規準を設
定します。

ポイント１

一人一人の学びの履
歴の把握
各段階の達成状況を把握することに
より、単元を通して指導する内容を明
確にすることができます。

具体的に評価規準を設定でき
たので、児童が授業を通じて何を
身に付けたのかを明確に評価で

きるようになりました！

「令和４年度 特別支援教育教育課程編成の手引」北海道教育委員会（令和５年３月）

４ 実態差に応じた個人目標の設定
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① 単元（題材）を見通して、身に付けさせ
たい力を明確にし、評価規準を設定する。

◆ 単元（題材）のまとまりを見通して単元構成をする。
◆ 身に付けさせたい力を明確にし、評価規準を設定する。

② 評価規準に応じた学習活動を、単元全体を
通してバランスよく位置付ける。

◆ 授業のつながりを考え、観点ごとの評価規準と、
それを達成するための学習活動をバランスよく
位置付け、学びの過程を構築する。

③ 児童生徒の学習状況を評価規準に基づい
て見取る。

◆ 単元全体の評価規準を明確にし、児童生徒の学
習状況を見取りながら授業を行い、自らの指導
を振り返る。

「令和２年度小学校教育課程編成の手引」北海道教育委員会（令和２年３月）

５ 単元全体を通じた資質・能力の育成

７



ダンスをする
中学部保健体育科

「Ｇ ダンス」

ダンスを通して
●●を身に付ける

単元の指導計画を考える際は、「活動ありき」ではなく、学
習する子供の視点に立ち、単元（題材）全体を通して、「何が
できるようになるのか」という観点から、育成すべき資質・能
力を整理し、授業のねらいを具体化した学習活動を位置付ける
ことが大切です。

学習指導要領

子供の実態

６ 育成を目指す資質・能力の明確化
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単元の目標

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

・ダンスの行い方
が分かり、ス
テップや振り付
けを身に付ける。

・ステップや振り付けの得
意・不得意に気付き、ダ
ンスの内容を考えたり工
夫したりしたことを友達
に伝える。

・ダンスに進んで取り組み、
友達の発表後に、次のダン
スにつながる感想を伝える。

単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・ダンスの行い方
が分かっている。
・ステップや振り
付けを身に付け
ている。

・ステップや振り付けの得
意・不得意に気付き、ダン
スの内容を考えたり工夫し
たりしている。
・考えたり、工夫したりした
ことを友達に伝えている。

・ダンスに進んで取り組み、
友達の発表後に、次のダン
スにつながる感想を伝えよ
うとしている。

単元を終えた時に、生徒はどのような力を身に付けたか？

中学部 保健体育科 「ダンス」の単元の目標、評価規準の作成例
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単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中
で育む資質・能力の育成に向けて、児童（生徒）の主
体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進

１回１回の授業で全ての学びが実現されるものではなく、単元や題材など内容や

時間のまとまりの中で、学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか、グループ

などで対話する場面をどこに設定するか、児童生徒が考える場面と教師が教える場

面をどのように組み立てるかを考え、実現を図っていくものであること。

児童生徒が学びを積み重ねていく【学びの過程】を構築することが
できるよう、単元（題材）全体を通して、学習活動のバランスを考え
ることが大切です。

７ 指導計画の作成と内容の取扱い
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時 主な学習活動 目 標
評価の観点

知 思 主

１
脚のステップや腕の振り
付けの練習

脚のステップを覚え、踊ることができる。 ○

２
踊る曲、ステップや振り
付けの選択、決定

踊る振り付けの選択や決定で、考えを持ち、意
見を言う。

○３ 振り付けの練習①
振り付けの出来映えや変更点などについて考え
を持ち、意見を言う。

４ 振り付けの練習②

５ 振り付けの確認
脚のステップや腕の振り付けを決めたとおりに
踊ることができる。

○

６ コンテスト① 発表を見て、感想を言う。 ○

７ 振り付けの変更、改善
コンテストを振り返り、振り付けの変更、改善
に考えを持ち、意見を言う。

○

８ 振り付けの練習③
脚のステップや腕の振り付けを決めたとおりに
踊ることができる。

○

９ 振り付けの練習④ ○

10 コンテスト② 発表を見て、感想を言う。 ○

８ 単元や題材のまとまりを考える
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単元の指導計画を見ながら、

以下のことを検討しましょう！

・子供の学習状況を把握し、単元を通じて育成を目指す資質・能力

（単元の目標）が、各教科の内容に基づいて設定されているか。

・資質・能力の育成に向け、目標を達成するための

学習活動が、単元を通してバランスよく位置付け

られているか。
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演習


